
令和３年７月２６日（月）～令和３年８月１日（日）〔令和３年第３０週〕の感染症発生状況 

第３０週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）ＲＳウイルス感染症 ２）感染性胃腸炎 ３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

ＲＳウイルス感染症の定点当たり患者報告数は２．４９人と前週（３．５１人）から減少しましたが、例年より高いレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．４１人と前週（２．４６人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は０．４９人と前週（０．４３人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。 

【感染症発生動向調査事業から】 
   
     

  

 

 
   

   

 

 

  

 

    

  

  

 
    

       

       

今、何の病気が流行しているか！

第３０週報告数第２位

第３０週報告数第１位
新型コロナウイルス感染症～２週連続過去最多を更新～ 
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（福祉事務所・保健所支所） 
令和３年８月３日作成 

（問合せ先）０４４－２７６－８２５０

 川崎市における令和３年第３０週（７月２６日～８月１日）の新型コロナウ
イルス感染症の報告数は２８００件と、前週の１２０１件から 2 倍以上に増
加し、２週連続で過去最多を更新しました。 

令和３年 7 月以降の状況を、第４波の初期（令和３年４月及び５月）と比
較すると、２０～５０歳代の報告数の割合は７４．０％から８１．３％と増加
し、特に２０歳代が３４．１％と最多でした。一方、ワクチン接種が進んでい
る６０歳代以上の割合は１４．２％から４．７％と、大幅に減少しました。 
 ワクチン未接種で、基礎疾患がある方や中高年の方は重症化するリスクが高
いため、予防対策の徹底を心がけましょう。 

川崎市における新型コロナウイルス感染症の
診断週別発生状況（令和２年第１週～令和３年第３０週）

川崎市における新型コロナウイルス感染症の 
年齢階級別性別発生状況の比較 

令和３年８月３日９時時点の HER-SYS データより作成 
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